
グリーンカードの活用について 

 

（１） 現在、県内でどの程度使用していますか。 

① よく使用している（８） 

② 時々使用している（２５） 

③ 使用していない（６） 

 

（２） これまでにグリーンカードを提示したケースをお書きください（箇条書き）。 

【自己申告】 

・選手が自ら手を挙げてタッチネット、ボールコンタクトの申告をした。 

・ライン際の判定で主審が担当ラインジャッジと副審を呼んだ時、ボールデット側の選手が「インでした」

と伝えに来た。 

【判定後の挙手】 

・タッチネット、ボールコンタクト等、判定に対し手を上げて素直に応じた。 

【試合中の礼儀・マナー・気遣い】 

・となりのコートにボールが転がっていき、とってくれた相手に「ありがとうございました。」と、大きい声

でしっかりとお礼をした。 

・隣のコート端まで転がったボールを全力で拾いに行き、全力で戻った後、相手に静かに転がして渡した。 

・相手の顔面等にボールが当たった際に、歩み寄り謝った。 

・ネットに懸けたボールがネット越しに相手選手の顔に当たり、相手の様子を気遣いお詫びした。 

・相手チームの選手が弾いたボールを走って取りに行った。 

・ネット際で転倒した相手選手へ声をかけた。 

・コート外でボールを追いかけ窓のカーテン押さえにぶつかりながらもプレーを続行しポイントを取った

あと、その選手にチーム選手がかけより声をかけた。 

・ラインジャッジの判定に対し選手がラインジャッジに向かいアウトを主張し、教育的指導に入ろうかとホ

イッスルで抑えた時にその選手がラインジャッジに謝罪した。 

【補助員の姿勢や態度】 

・きわどいケースでのラインジッジの的確なライン判定。 

・ラインズマン等コートオフィシャルの態度や動きがきびきびしてすばらしかった。 

・ラリー中に選手がコート内で落としたハンドタオルを、ラインジャッジがすかさず拾った。 

【コート外での行動】 

・トイレのスリッパを並べる、ごみを拾う等、会場の美化に貢献した。 

・会場内での挨拶がとても良かった。 

【プレーの称賛】 

・コート外に弾いたボールを最後まで一生懸命レシーブに行った。 

・低学年の子どもが、最後までボールを追いかけてプレーした。 

・接戦となった好ゲームに対して試合終了時両チームへ提示した。 

【控え選手の動き】 

・チームメンバーのためにベンチまわりの仕事を一生懸命やっていた。 



・TO、TTO毎に一生懸命モップをかけてくれた。 

・タイムアウト中に隣のコートから進入したボールをタイムアウト中のチーム控え選手が走ってとりにいき、

隣のコートまで渡しにいった。 

【行動改善】 

・失敗がくやしくて乱暴なボールの返し方を注意し、次に同様の事態で注意されたことを思い出して行

動を思いとどまり、ボールを丁寧に返した。 

 

（３） 今後、より普及させるためのアイデアがありましたらお書きください（箇条書き）。 

【目的や意義、具体例の周知】 

・審判員、各チームにグリーンカードの使用目的をしっかり伝える。 

・グリーンカードを知っているか、役員や全チームに確認する。 

・審判講習会などで「心に常にグリーンカードを持って、選手たちの行動を常に観察する気持ちでいるこ

と」を伝えていく。 

・チーム関係者への理解促進を図り、普段の活動から「反則の自己申告」等の指導を促す。 

・講習会や指導者の研修会で，なぜ良いマナーが大切かを共有する。 

・グリーンカードを提示する場面を具体的にし、チーム関係者に周知する（グリーンカードの提示基準の

明確化）。 

・審判員の自由裁量による適用ではなく、統一された適用項目の作成 

・ホームページで動画を掲載する。 

【使用方法】 

・県大会だけでなく地区大会でも使用する（県大会のみ使用しているというケースがある）。 

・審判員だけではなく、大会役員にも持たせ、ゲーム以外の場面でも活用する。 

・グリーンカードが出るケースがあったら、記録用紙の特記事項に該当チームの選手の背番号を記入、試

合終了後、グリーンカードの出た理由を説明し、選手にグリーンカードをプレゼントする。 

【カード等の授与】 

・全国大会同様に県大会でもグリーンカードを提示された選手にカードを贈る。 

・グリーンカードを出された選手及びチームに、記憶だけでなく、何か手元に残る物を渡す。 

・グリーンカードを提示された選手に試合後に、グリーンカードを提示された証となるような物を選手に

渡せるような事を検討してはどうか。（例えば足に装着できるキャプテンマークを少し細くしたようなグ

リーンマークとか、リュックに下げられるキーホルダーなど） 

・グリーンカードをそのまま渡すようにする。（カード費用は、日小連が半分負担） 

【称賛の方法】 

・大会等でグリーンカードを提示された選手を会場でアナウンスして紹介する。 

・顕著なグリーンカード事例を放送等で伝える。（富山県では、大会最終日にグリーンカードがでた選手

を紹介している。） 

・大会等でグリーンカード賞（フェアプレー賞）として表彰する。 

・年間の取得枚数により、賞を与える。 

・グリーンカード適用枚数により、「フェアプレー賞」を創設して推奨する。 

【審判員同士の対応】 

・試合後のレフェリーミーティングで、出したケースを発表してもらう。 

・グリーンカードを出した審判員を称賛することで、モチベーションを高める。 


